
�

紀　

由
紀
子

�

（
公
明
党
）

❶
通
学
路
等
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
命
を
守
る
安
全
対
策
に
つ

い
て
。
昨
年
６
月
、
大
阪
府
北

部
地
震
の
時
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
に
よ
り
女
児
が
亡
く
な

っ
た
。
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
・
新
設
を
行
う
者
に
、
補

助
金
を
交
付
す
る
市
町
村
に
対

し
、
国
や
東
京
都
が
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
命
を
守
る
対

策
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
小
金
井
市
と

し
て
補
助
を
行
わ
な
い
か
。

総
務
部
長　

補
助
金
に
つ
い

て
、
東
京
都
の
通
知
で
平
成
30

年
度
の
補
正
予
算
が
昨
年
12
月

21
日
、
国
の
閣
議
決
定
さ
れ
た

旨
は
認
識
し
て
い
る
。
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

渡
辺
ふ
き
子

�

（
公
明
党
）

❶
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
育
児

期
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
う
「
日
本
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の

整
備
に
つ
い
て
。
ア
進
捗
状
況

は
。
イ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含

む
産
後
ケ
ア
事
業
の
検
討
は
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
２
０
２

０
年
度
中
の
開
設
を
目
指
し
、

関
係
部
局
間
で
検
討
を
重
ね
て

い
る
。
イ
産
後
ケ
ア
は
、
デ
イ

ケ
ア
型
、
宿
泊
型
、
訪
問
型
等

が
あ
る
が
産
院
の
あ
る
病
院
な

ど
見
学
し
、
検
討
し
て
い
る
。

❷
生
理
日
、
排
卵
日
の
予
測

が
で
き
、
妊
活
や
不
妊
治
療
に

も
有
効
な
ル
ナ
ル
ナ
ア
プ
リ
や
、

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
医
師

や
栄
養
士
と
共
同
で
作
成
し
た

�

た
ゆ
久
貴

�

（
日
本
共
産
党
）

障
が
い
者
が
65
歳
に
な
っ
た

と
き
、
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
て

い
た
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

打
ち
切
ら
れ
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
移
行
さ
せ
ら
れ
て
い
て

問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
掃
除

を
し
て
も
ら
う
時
間
が
90
分
か

ら
45
分
の
半
分
に
な
り
、
無
料

で
あ
っ
た
も
の
が
月
約
３
千
円

の
自
己
負
担
も
発
生
す
る
な
ど
、

困
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
聞
い

て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
と

負
担
増
が
行
わ
れ
て
お
り
、
障

が
い
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
。
市
は
介
護
保
険
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
方
的

な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
打

ち
切
り
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

福
祉
保
健
部
長　

厚
生
労
働

�

片
山　

薫

�

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
の
関

係
の
社
会
的
認
知
が
な
い
。
Ｄ

Ｖ
家
庭
の
子
ど
も
の
虐
待
リ
ス

ク
、
転
入
元
と
の
婦
人
相
談
の

情
報
共
有
は
。
イ
虐
待
防
止
に

お
い
て
子
ど
も
の
権
利
条
例
の

重
要
性
と
実
効
性
の
認
識
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
Ｄ
Ｖ

は
児
童
虐
待
に
当
た
る
。
面
前

Ｄ
Ｖ
は
虐
待
リ
ス
ク
の
要
因
の

一
つ
。
事
例
の
共
有
は
さ
れ
て

い
る
。
イ
民
間
園
参
加
の
保
育

園
研
修
で
条
例
の
周
知
を
す
る
。

市
長　

イ
子
ど
も
の
権
利
条

例
は
小
金
井
市
の
大
切
な
条
例
。

施
策
に
い
か
す
取
組
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

❷
ア
原
発
事
故
避
難
者
へ
の

支
援
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

イ
居
住
支
援
協
議
会
の
検
討
状

況
は
。
住
宅
支
援
の
打
ち
切
り

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

総
務
部
長　

ア
下
水
道
料
金
、

固
定
資
産
税
の
減
免
、
就
学
援

助
等
が
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査

を
し
て
実
態
把
握
す
る
。

都
市
整
備
部
長　

イ
具
体
的

な
設
置
の
検
討
に
至
っ
て
い
な

い
。
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
を
行
え

る
よ
う
各
課
と
情
報
連
携
す
る
。

■
そ
の
他
、
放
射
線
副
読
本
は
、

小
児
甲
状
腺
が
ん
増
加
の
記
載

が
な
く
、
国
の
責
任
や
原
発
事

故
の
深
刻
さ
、
土
壌
汚
染
、
子

ど
も
の
被
曝
感
受
性
の
高
さ
も

記
載
不
十
分
で
、
学
校
再
開
な

ど
の
復
興
情
報
も
事
実
と
異
な

る
記
述
も
多
く
、
茨
木
市
の
よ

う
に
配
布
し
な
い
対
応
を
要
望

し
ま
し
た
。

540
種
の
メ
ー
ル
が
届
く
、
き
ず

な
メ
ー
ル
等
の
配
信
を
行
わ
な

い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

導
入
し
て

い
る
自
治
体
を
参
考
に
、
効
果

的
な
も
の
を
見
極
め
る
。

❸
女
性
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
の

更
な
る
推
進
を
。
ア
思
春
期
の

女
性
を
対
象
に
、
ラ
イ
ン
を
使

っ
た
ガ
ー
ル
ズ
相
談
事
業
を
始

め
な
い
か
。
イ
同
性
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
な
い

か
。
ウ
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
進
め
な
い
か
。

男
女
共
同
参
画
担
当
課
長

ア
今
後
研
究
し
た
い
。
イ
国

や
東
京
都
、
他
自
治
体
の
取
組

状
況
を
参
考
に
検
討
す
る
。
ウ

第
８
期
男
女
平
等
推
進
審
議
会

の
議
題
と
し
て
の
提
言
を
受
け

な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

❷
災
害
時
や
外
出
時
の
国
産

液
体
ミ
ル
ク
の
活
用
に
つ
い
て
。

災
害
時
、
母
親
は
ス
ト
レ
ス
で

母
乳
が
出
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
ミ
ル

ク
は
命
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
る
。

衛
生
環
境
の
悪
い
中
、
水
や
熱

源
が
不
要
で
あ
り
、
滅
菌
済
み

の
液
体
ミ
ル
ク
は
、
粉
ミ
ル
ク

よ
り
衛
生
的
で
あ
る
。
液
体
ミ

ル
ク
の
備
蓄
を
行
わ
な
い
か
。

総
務
部
長　

研
究
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

❸
東
京
都
の
「
都
市
農
地
保

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
更
に
活

用
し
て
、
防
災
兼
用
農
業
井
戸
、

掲
示
板
設
置
等
を
行
い
、
農
地

の
防
災
強
化
を
図
ら
な
い
か
。

市
民
部
長　

着
実
に
設
置
数

は
増
加
す
る
と
考
え
る
。
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

省
の
通
知
に
従
っ
て
対
応
し
て

お
り
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
相
当
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
可
能
で
あ
れ
ば
介
護

保
険
を
優
先
し
て
い
る
。
自
己

負
担
が
発
生
す
る
と
い
う
理
由

で
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
対
応
は
し
て
い
な
い
。

こ
の
問
題
は
一
自
治
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
は
な
い
。

■
そ
の
他
、「
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
避
難
人
口
や
避
難
所
生

活
者
の
被
害
想
定
を
よ
り
多
く
、

十
分
に
す
る
こ
と
」、「
支
援
を

受
け
る
た
め
に
必
要
な
被
災
認

定
を
す
る
調
査
員
・
避
難
所
・

仮
設
住
宅
の
建
設
予
定
地
・
災

害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
・
備
蓄

と
な
る
食
料
な
ど
様
々
な
も
の

が
足
り
て
い
な
い
こ
と
」
を
指

摘
し
、
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

�

坂
井
え
つ
子

�

（
緑
・
つ
な
が
る
）

ア
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
、

大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ
ア
や
責

任
を
引
き
受
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
な
っ
た
場
合
、
考
え
ら

れ
る
影
響
は
。
イ
こ
れ
ま
で
に

事
例
は
あ
っ
た
か
。
ウ
相
談
で

き
る
手
段
や
窓
口
は
あ
る
か
。

エ
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
。
オ

市
長
、
教
育
長
の
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長　

ア
４
点
あ

る
。
疲
労
累
積
で
健
康
的
な
生

活
が
送
れ
な
い
。
学
業
不
振
、

遅
刻
増
加
な
ど
マ
イ
ナ
ス
評
価

を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
部
活

動
等
を
諦
め
る
。
慢
性
的
疲
労

に
よ
る
無
気
力
や
自
尊
感
情
の

低
下
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
イ

７
千
人
を
超
え
る
児
童
・
生
徒

の
中
に
は
、
事
情
に
よ
り
家
事

や
家
族
の
世
話
を
担
う
者
が
い

る
。
ウ
学
級
担
任
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
相
談
を

受
け
る
。
エ
子
ど
も
の
話
を
傾

聴
し
、
民
生
委
員
等
に
つ
な
ぐ
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

イ
少
な

か
ら
ず
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

相
談
事
例
は
あ
る
。
ウ
各
種
相

談
窓
口
で
相
談
を
受
け
、
関
係

機
関
に
つ
な
ぐ
。
エ
関
係
機
関

と
の
連
携
に
努
め
る
。
実
務
者

会
議
等
で
認
識
し
て
い
く
。

市
長　

オ
国
も
自
治
体
も
全

力
を
挙
げ
て
更
に
取
組
を
前
進

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
市
と
し

て
も
関
係
機
関
と
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
長　

オ
振
り
返
る
と
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
生

徒
は
い
た
。
児
童
・
生
徒
の
実

態
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

�

河
野
律
子

�

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
栗
山
公
園
広
場
に
表
出
し

て
い
る
小
石
を
除
去
し
、
安
全

な
利
用
の
た
め
の
応
急
処
置
と

本
格
的
な
再
整
備
を
求
め
る
。

環
境
部
長　

応
急
処
置
と
本

格
改
修
の
両
面
か
ら
検
討
す
る
。

❷
試
行
を
継
続
し
て
い
る
総

合
評
価
方
式
の
評
価
項
目
を
精

査
の
上
、
本
実
施
を
行
い
、
市

内
事
業
者
支
援
と
受
注
機
会
の

確
保
を
図
ら
な
い
か
。

総
務
部
長　

具
体
的
に
本
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

❸
全
国
大
会
に
出
場
す
る
市

内
の
団
体
等
へ
の
支
援
基
準
等

を
見
直
し
、
地
域
活
性
や
魅
力

発
信
の
一
助
と
し
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

他
市
事
例

も
調
査
し
、
研
究
す
る
。

�

板
倉
真
也

�

（
日
本
共
産
党
）

ア
同
行
援
護
の
月
単
位
の
支

給
時
間
を
国
分
寺
市
並
み
の
60

時
間
に
せ
よ
。
イ
昨
年
４
月
に

「
身
体
介
護
を
伴
う
場
合
」

「
身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
場

合
」
の
区
分
が
な
く
な
っ
た
。

国
庫
負
担
基
準
を
報
酬
単
価
で

割
り
返
す
と
、
支
給
時
間
は
何

時
間
と
認
識
し
て
い
る
か
。
ウ

移
動
支
援
事
業
の
報
酬
単
価
は
、

少
な
く
と
も
中
央
線
沿
線
の
近

隣
自
治
体
と
同
程
度
に
す
べ
き
。

エ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
日
常
生

活
用
具
に
加
え
よ
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
上
限
時

間
を
平
成
29
年
４
月
に
見
直
し
、

30
時
間
か
ら
45
時
間
に
変
更
し

た
。
多
摩
地
域
の
上
限
時
間
数

の
中
で
小
金
井
市
は
、
ほ
ぼ
平

均
値
で
あ
る
。
ウ
事
業
者
、
利

用
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
ど

う
い
う
対
応
が
で
き
る
か
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
エ

利
用
者
の
利
便
性
な
ど
で
一
定

の
合
理
性
は
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
技
術
の
進
捗
、
進
歩
に
合

わ
せ
て
日
常
生
活
用
具
の
内
容

は
随
時
見
直
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
ニ
ー
ズ

や
他
市
動
向
を
研
究
し
て
い
く
。

自
立
生
活
支
援
課
長　

イ
報

酬
単
価
が
そ
れ
に
伴
っ
て
変
更

さ
れ
、
割
り
返
す
と
ほ
と
ん
ど

時
間
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
月

45
時
間
を
変
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、「
学
童
保
育
指
導

員
の
基
準
緩
和
に
反
対
す
る
と

と
も
に
、
学
童
保
育
所
大
規
模

化
へ
の
対
応
策
確
立
」
を
質
問

し
ま
し
た
。

❹
将
来
、
介
護
施
設
へ
の
支

援
の
手
法
の
検
討
に
も
繋
が
る
、

既
に
近
隣
市
で
実
施
し
て
い
る

保
育
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の

使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

の
見
直
し
支
援
へ
の
判
断
は
。

市
長　

26
市
の
状
況
を
見
極

め
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

❺
中
央
線
か
ら
全
景
が
一
望

で
き
る
新
庁
舎
は
、
時
を
生
む

ま
ち
・
桜
・
緑
・
水
等
の
小
金

井
の
魅
力
が
発
信
で
き
、
市
民

が
憩
い
集
え
る
よ
う
な
新
庁
舎

の
建
設
を
。
ま
た
、
歩
道
や
ベ

ン
チ
に
、
希
望
す
る
市
民
の
名

前
を
刻
む
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、

愛
着
の
持
て
る
新
庁
舎
に
。

企
画
財
政
部
長　

小
金
井
市

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
施
設
を

計
画
す
る
。

�

遠
藤
百
合
子

�
（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
児
童
虐
待
を
無
く
し
て
い

く
た
め
、
関
係
各
所
で
の
連
携

が
必
要
。
野
田
市
で
女
児
が
自

宅
浴
槽
で
死
亡
し
た
事
件
は
記

憶
に
新
し
い
。
虐
待
か
ら
命
を

ど
う
守
る
の
か
。
ア
相
談
体
制

は
。イ
各
機
関
の
連
携
は
。ウ
学

校
現
場
で
、
法
的
助
言
を
す
る

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
を
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
の
９
時
か
ら
17

時
ま
で
相
談
を
受
け
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
児
童
虐
待
相
談

は
、
843
件
で
前
年
度
か
ら
428
件

の
減
で
あ
る
。
イ
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

各
機
関
と
協
議
・
研
修
を
重
ね

て
い
る
。
警
察
署
と
は
平
成
30

年
７
月
に
児
童
虐
待
防
止
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長　

イ
学
校
・

教
育
委
員
会
・
警
察
は
、
月
に

１
回
、
定
期
的
に
情
報
交
換
を

す
る
場
を
設
け
て
い
る
。
ウ
将

来
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

❷
認
知
症
と
向
き
合
う
た
め

に
。ア
周
知
と
研
修
は
。イ
見
守

り
事
業
の
現
状
は
。
ウ
認
知
症

条
例
の
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
。
イ

見
守
り
に
関
す
る
民
間
事
業
者

と
の
協
定
・
エ
ー
ザ
イ
株
式
会

社
と
認
知
症
を
み
ん
な
で
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
を
締

結
。
ウ
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
歯
磨
き
条
例
を
提

案
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

命
を
守
る
安
全
対
策
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
と
サ
ポ
ー
ト
を

児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
防
止
に

子
ど
も
の
権
利
条
例
を

障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

削
減
は
止
め
る
べ
き

視
覚
障
が
い
者
の

移
動
支
援
施
策
を
充
実
せ
よ

栗
山
公
園
広
場
を
再
整
備
し

安
全
な
利
用
環
境
を

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の

導
入
を
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